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＜病棟連絡事項＞
	

	


・ＣＳ申込タブレットについて、入院が重なる際には他病棟から借りて対応してください。また、記入例などを準備してもらえるようエランに依頼しています。

＜入室状況＞
【入院】
・豊川　みや様～東病棟Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～不穏時頓服薬レボトミン（25）/リスパダール内用液（1）各10回分処方となる。

・豊川　健二様～本人眼鏡修理妻様へ依頼し修理している。

・三角　陽子様～入院形態（任意→医保）へ変更。不安・焦燥感強い為ホリゾン（10）半筒実施している。
・澤口　利香様～臨時薬フェキソフェナジン錠拒薬。主治医へ報告し除剤指示あり。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為自制できないためいずれも早めに開放観察終了。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。常時見守り可能なスタッフが確保できないため午前午後の開放観察は見送りしている。対面時は誇大妄想様の発言を終始されている。興奮・易怒性は無くスタッフへの暴力行為はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～終日隔離中。10:00～16:00開放観察実施。私物の購入額の上限をあげるために家族への電話連絡を要求しており、徐々に不機嫌で声高となっている。促しで11:30不穏時ﾛﾗｾﾞﾊﾟﾑ（0.5）1T内服。以後、情緒は落ち着いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・鈴木　知子様～終日隔離中。対面時は自室外へ出たいという訴えあるが、行動化は無く、自傷行為や自殺企図行為無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。他者へ大声をあげることはあるが本人の訴えを傾聴することにより粗暴行為に及ぶ事は無く落ち着いている。	引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・三角　陽子様～自室にて概ね臥床し過ごしている。希死念慮は持続しているが行動化、企図行為無く経過。

＜小栁Dr診察＞
・北向　政美様～処方変更無し。

・渡邉　晃一様～心理検査すること説明あり。

・豊川　健二様～眼鏡の調整のための外出許可（後日日程調整）飲酒と喫煙は禁止であること説明あり。

・中里　トコ様～来週退院の方向で調整。

・三角　陽子様～帰宅要求あり。ご家族へ主治医から連絡取り確認する。

・松村　真衣様～統合失調症について説明あり。困っていることについて「少し便秘」との事、下剤希望ありセンノシド処方。西病棟の転出許可あり。

＜深澤Dr診察＞
・千葉　義明様～臨時薬変更無し。

・中村　豊様～次回のデポ剤を打った後は北病棟へ移動し、様子をみていくこと
を伝えられ、了解を示している。臨時薬変更無し。

・藤井　崇史様～深夜帯の中途覚醒を訴え明日の臨時処方から就寝前デエビゴ(5)1T→2Tへ増量し7日分処方。

・飯田　修子様～落ち着いた状態が続けばBユニットや西病棟への移動も検討できることを説明され了解を示している。電気痙攣療法については、年明けに実施の是非を検討していく方針となる。来週からの定期薬変更無し。

・澤口　利香様～「話す事は無い」と診察拒否している。臨時薬変更無し。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和4年12月7日　13：39
  氏　　名：豊巻　みや（とよまき　みや）様
　生年月日：昭和9年2月27日　86歳
　病　　名：抑うつ神経症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　H29年5月不安、胸部痛にて白山台メンタルクリニックを初診し、以後通院、服
薬を継続していた。R2年頃には、どこにいても症状が出現するようになり症状改
善ないためR2年8月26日当院へ転医。以後定期的な通院と薬剤調整を行ってい
たが症状に改善がみられず、呼吸苦、歩行時ふらつきが持続していた為、症状改
善・休養目的にてR2年10月9日当院1回目の任意入院している。その後R3.4月
に退院し定期的に外来通院服薬継続していた。現在は白山台やすらぎ館に入所中。
R4.11月に入り眩暈、嘔気の訴え頻回に出現。11/18施設自室内でめまいによる転
倒があり外傷などはないが、めまい持続し、11/19白山台耳鼻科を受診。時間が
かかるという理由で耳の検査以外の詳しい検査は実施せず、めまい、吐き気止め
の頓用薬のみ処方され施設へ戻られる。その後も同様の訴え経過せず、11/26当院
外来を臨時受診し薬剤調整している。次回予定外来日12/7（水）に症状改善なけ
れば東病棟Cユニットに任意入院

　　　　　　　　　　　　　　　
